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【 は じ め に 】  

 当 協 会 で は 、 大 腸 が ん 検 診 と し て 2 日 法 を

用 い 、 年 間 約 12 万 人 の 便 潜 血 検 査 を 実 施 し て

い る 。 現 在 、 検 体 提 出 期 限 を 14 日 と し て い る

が 、 期 限 を 超 過 し 再 採 便 と な る 検 体 が あ る 。

一 方 、 平 成 24 年 度 、 免 疫 学 的 便 潜 血 検 査 試 薬

メ ー カ ー で あ る 栄 研 化 学 KK が 、 採 便 容 器 の 緩

衝 液 を 便 中 ヘ モ グ ロ ビ ン （ 以 下 Hb ） の 安 定 性

を よ り 向 上 さ せ た も の に 改 良 し た 。 そ こ で 、

今 回 、 実 検 体 を 用 い て 本 緩 衝 液 の Hb 安 定 性 に

つ い て 評 価 し た の で 報 告 す る 。  
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【 対 象 と 方 法 】  

検 討 試 料 に は 、 当 協 会 に 便 潜 血 検 査 依 頼

の あ っ た 検 体 の う ち 、 採 便 当 日 ～ 2 日 の 検 体

で 100 ng/mL 以 上 の 陽 性 便 362 件 を 用 い 、 測 定 日 を

設 定 し 、 測 定 日 別 に 容 器 に 分 注 し て 4 ℃ と 25

℃ に 密 栓 保 存 し た 。  

初 日 の 測 定 値 を 便 中 Hb 残 存 率 （ 以 下 残 存

率 ） 100 ％ と し 、 経 時 的 に 残 存 率 を 求 め 、 採 便

容 器 内 緩 衝 液 の 安 定 性 を 評 価 し た 。 安 定 性 評

価 基 準 は 残 存 率 80 ％ と し た 。  

 

【 結  果 】  

4 ℃ 保 存 下 で は 、 提 出 期 限 と し て い る 採

便 後 14 日 時 点 で 、 高 濃 度 域 の 1 試 料 を 除 き す

べ て の 試 料 で 残 存 率 80 ％ 以 上 を 保 持 し 、 う ち

92.1 ％ が 残 存 率 100 ± 10 ％ 内 に 収 束 し て い た 。

採 便 後 21 日 と 28 日 時 点 で も 14 日 時 点 と ほ ぼ 同

等 の 残 存 率 を 示 し て お り 、 緩 衝 液 の Hb 安 定 性

を 確 認 で き た 。 一 方 、 25 ℃ 保 存 下 で は 、 す べ
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て の 濃 度 域 の 検 体 が 、 4 ℃ 保 存 下 の 検 体 よ り

も 大 き い 残 存 率 の 変 動 を 示 し 、 な か で も 高 濃

度 域 に お い て は 、 残 存 率 80 ％ 以 上 を 保 持 で き

た の が 9.7 ％ で あ っ た 。  

 

【 ま と め 】  

便 潜 血 検 査 で は 、 便 中 Hb の 変 性 に よ り 偽

陰 性 と 判 定 さ れ る こ と が あ る 。 そ の 要 因 の 一

つ と し て 温 度 環 境 が あ げ ら れ る 。 4 ℃ 保 存 で

は 、 採 便 後 28 日 ま で 残 存 率 80 ％ 以 上 を 保 っ て

お り 、 緩 衝 液 中 の Hb は 安 定 し て い る こ と が 確

認 さ れ た 。 25 ℃ 保 存 で は 、 残 存 率 の 低 下 や 変

動 が 大 き い た め 、 検 体 保 存 に は 不 適 当 で あ る

と 思 わ れ た 。 す な わ ち 、 検 体 提 出 の 期 限 を の

ば す こ と は 可 能 で あ る こ と が わ か っ た 。 今 回

の 結 果 を 踏 ま え 、 検 体 を 2 本 と も 提 出 で き る

受 診 者 の 増 加 や 再 採 便 に な る 検 体 の 減 少 に つ

な げ て い け る よ う 、 検 体 の 受 取 り に 際 し 、 柔

軟 な 対 応 を し て い き た い と 考 え る 。  


